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(54)【発明の名称】 クロストークが防止される液晶表示装置及びその製造方法

(57)【要約】
【課題】  セルギャップを一定に維持させると同時に、
上下部基板間の信号印加を具現することができる液晶表
示装置及びその製造方法を提供する。
【解決手段】  液晶セルギャップを一定に維持するた
め、上部カラーフィルタ基板４０の所定部分に形成され
る支柱４４と、下部アレイ基板５０のアクティブ領域の
５１外郭部に形成された共通ライン５２上に、前記支柱
と同じ位置になるように形成され、前記支柱と前記共通
ラインとの間の連結を誘導する接続部５３と、前記支柱
と前記上部カラーフィルタ基板の表面に沿って形成さ
れ、前記接続部を介して前記支柱と前記共通ラインとを
連結させて、前記上部カラーフィルタ基板と前記下部ア
レイ基板との間の信号印加を具現する導電性薄膜４５と
を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶セルギャップを一定に維持するた
め、上部カラーフィルタ基板の所定部分に形成される支
柱と、
下部アレイ基板のアクティブ領域の外郭部に形成された
共通ライン上に、前記支柱と同じ位置になるように形成
され、前記支柱と前記共通ラインとの間の連結を誘導す
る接続部と、
前記支柱と前記上部カラーフィルタ基板の表面に沿って
形成され、前記接続部を介して前記支柱と前記共通ライ
ンとを連結させて、前記上部カラーフィルタ基板と前記
下部アレイ基板との間の信号印加を具現する導電性薄膜
とを含むことを特徴とするクロストークが防止される液
晶表示装置。
【請求項２】  前記接続部は、前記共通ライン上に形成
された絶縁膜を介して前記共通ラインの所定部分を露出
させる接続孔であることを特徴とする請求項１に記載の
クロストークが防止される液晶表示装置。
【請求項３】  液晶セルギャップを一定に維持するた
め、上部カラーフィルタ基板の所定部分に支柱を形成す
る段階と、
前記支柱と前記上部カラーフィルタ基板の表面に沿って
導電性薄膜を形成する段階と、
下部アレイ基板のアクティブ領域の外郭部に形成された
共通ライン上に、前記支柱と同じ位置になるように、接
続部を形成する段階と、
前記導電性薄膜が形成された前記支柱が前記接続部を介
して前記共通ラインと連結されるように、前記上部カラ
ーフィルタ基板と前記下部アレイ基板とをお互いに結合
する段階とを含むことを特徴とするクロストークが防止
される液晶表示装置の製造方法。
【請求項４】  前記接続部を形成する段階は、前記共通
ライン上に絶縁膜を形成する段階と、前記絶縁膜を介し
て前記共通ラインの所定部分を露出させる前記絶縁膜に
接続孔を形成する段階とを含むことを特徴とする請求項
３に記載のクロストークが防止される液晶表示装置の製
造方法。
【請求項５】  前記導電性薄膜は、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕ
ｍ  Ｔｉｎ  Ｏｘｉｄｅ）膜で形成されることを特徴と
する請求項１又は３に記載のクロストークが防止される
液晶表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、クロストークが防
止される液晶表示装置及びその製造方法に関し、より詳
細には、上下部基板間のセルギャップを維持するために
使われる支柱を用いて上部基板に信号を印加する際、支
柱上に導電性薄膜を形成して、ＬＣＤパネル全体的に電
界を印加することによって、電界の変形によるクロスト
ークを防止することができる液晶表示装置及びその製造
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方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】ＴＦＴ（Ｔｈｉｎ  Ｆｉｌｍ  Ｔｒａｎ
ｓｉｓｔｏｒ）－ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ  Ｃｒｙｓｔａ
ｌ  Ｄｉｓｐｌａｙ）は、上下部基板に各々形成された
対向電極間の電界による液晶の変形（ｄｅｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ）現象で作動するディスプレイであって、上部基
板であるカラーフィルタ（Ｃｏｌｏｒ  Ｆｉｌｔｅｒ；
Ｃ／Ｆ）基板が主に下部基板であるアレイ（ａｒｒａ
ｙ）基板から信号を印加されて、一定の電圧を維持する
ことになる。
【０００３】現在、このような信号印加のために、液晶
層を通過して上下部基板を連結させるいわゆるトランス
ファ（ｔｒａｎｓｆｅｒ）が利用されている。トランス
ファは、主にパネルのアウタリードボンディング（Ｏｕ
ｔｅｒ  Ｌｅａｄ  Ｂｏｎｄｉｎｇ；ＯＬＢ）パッドの
間又はアクティブ領域（ａｃｔｉｖｅ  ａｒｅａ）の外
郭部に位置する。しかしながら、よく知らされているよ
うに、トランスファは、パネルの外郭部に存在するか
ら、パネル全体的に中心部と外郭部で電圧差異が生ず
る。すなわち、カラーフィルタの領域毎に印加される共
通信号が異なるので、クロストークが発生し、これは、
画面品位を劣化させる要因となる。
【０００４】一方、画面品位を一定に維持するための他
の要素として、上下部基板間の液晶層ギャップ（ｇａ
ｐ）、すなわちセルギャップ（ｃｅｌｌ  ｇａｐ）を一
定に維持しなければならない。このため、従来の最も代
表的な方法は、図１に示されるように、スペーサボール
（ｓｐａｃｅｒ  ｂａｌｌ）３０を利用する方法であ
る。しかしながら、スペーサボール３０を用いて上下部
基板１０、２０間のセルギャップを維持する従来の方法
では、数μｍのボールを使用するため、粒子の半径変更
（ｖａｒｉａｔｉｏｎ）、ボール粒子の移動による配向
膜破壊及び粒子のかたまり、ボールによる光漏れ等が発
生する。これは、表示不良、コントラスト比の低下など
のいろいろな問題を引き起こす。このようなスペーサボ
ール３０の問題点を解決するため、ボールの着色、固着
型スペーサの開発、ボールの硬度増加など多くの努力が
なされてきているが、効果を得ていないことが実情であ
る。
【０００５】近年、セルギャップを維持するため、スペ
ーサボールの短所を補完した多くの方法が提示されてい
る。そのうち１つは、図２に示されるように、カラーフ
ィルタが形成される上部基板２０に、セルギャップを維
持できる支柱４０を形成する方法である。支柱の材料と
しては、感光性ポリイミド、感光性アクリル樹脂、感光
性着色樹脂、フォトレジストなどが提案されている。支
柱の形成方法は、主にフォトリソグラフィ（ｐｈｏｔｏ
ｌｉｔｈｏｇｒａｐｈｙ）工程が代表的に使われる。支
柱の形態は、主に台形形態の支柱に先端部分が若干丸い
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形態で製作される（図示せず）。
【０００６】支柱を用いた従来の液晶表示装置の構成が
図３に示されている。図３を参照すると、上部基板を構
成するガラス基板２４上に、カラーフィルタ２２と、光
の漏洩を防ぐブラックマトリクス層（Ｂｌａｃｋ  Ｍａ
ｔｒｉｘ）２３を形成し、上下部基板を構成するそれぞ
れのガラス基板２４、１２に、導電性薄膜であるＩＴＯ
２１、１６を形成した後、前述した材料と方法で支柱３
２を構成する。各画素ごとに１つずつの支柱３２が形成
され、このような支柱３２は、主に透過率が低い赤色や
青色領域に形成される。図３において、符号２６は、液
晶層を示す。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】そこで、本発明は上記
従来の液晶表示装置及びその製造方法における問題点に
鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、従来の
スペーサボールやトランスファを用いることなく、セル
ギャップを一定に維持させると同時に、上下部基板間の
信号印加を具現することができる液晶表示装置及びその
製造方法を提供することにある。
【０００８】本発明の他の目的は、パネル内の上部基板
の全領域に全体的に電界を印加することによって、電界
の変形によるクロストークを防止することができる液晶
表示装置及びその製造方法を提供することにある。本発
明のさらに他の目的は、従来のトランスファを形成する
ドッティング工程を除去して、製造コストを節減できる
液晶表示装置及びその製造方法を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
になされた本発明によるクロストークが防止される液晶
表示装置は、液晶セルギャップを一定に維持するため、
上部カラーフィルタ基板の所定部分に形成される支柱
と、下部アレイ基板のアクティブ領域の外郭部に形成さ
れた共通ライン上に、前記支柱と同じ位置になるように
形成され、前記支柱と前記共通ラインとの間の連結を誘
導する接続部と、前記支柱と前記上部カラーフィルタ基
板の表面に沿って形成され、前記接続部を介して前記支
柱と前記共通ラインとを連結させて、前記上部カラーフ
ィルタ基板と前記下部アレイ基板との間の信号印加を具
現する導電性薄膜とを含むことを特徴とする。
【００１０】また、前記接続部は、前記共通ライン上に
形成された絶縁膜を介して前記共通ラインの所定部分を
露出させる接続孔であることが好ましい。
【００１１】上記目的を達成するためになされた本発明
によるクロストークが防止される液晶表示装置の製造方
法は、液晶セルギャップを一定に維持するため、上部カ
ラーフィルタ基板の所定部分に支柱を形成する段階と、
前記支柱と前記上部カラーフィルタ基板の表面に沿って
導電性薄膜を形成する段階と、下部アレイ基板のアクテ
ィブ領域の外郭部に形成された共通ライン上に、前記支
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柱と同じ位置になるように、接続部を形成する段階と、
前記導電性薄膜が形成された前記支柱が前記接続部を介
して前記共通ラインと連結されるように、前記上部カラ
ーフィルタ基板と前記下部アレイ基板とをお互いに結合
する段階とを含むことを特徴とする。
【００１２】また、前記接続部を形成する段階は、前記
共通ライン上に絶縁膜を形成する段階と、前記絶縁膜を
介して前記共通ラインの所定部分を露出させる前記絶縁
膜に接続孔を形成する段階とを含むことが好ましく、前
記導電性薄膜は、ＩＴＯ膜で形成されることが好まし
い。
【００１３】
【発明の実施の形態】次に、本発明によるクロストーク
が防止される液晶表示装置及びその製造方法の実施の形
態の具体例を図面を参照しながら説明する。
【００１４】図４は、本発明の実施例に係るクロストー
クが防止される液晶表示装置の上部基板であるカラーフ
ィルタ基板の構造を示す断面図で、同図に示すように、
上部カラーフィルタ基板４０は、ガラス基板４１上に形
成されるブラックマトリクスＢＭ４２と、ブラックマト
リクスＢＭ４２上に形成されるカラーフィルタＣ／Ｆ４
３と、カラーフィルタＣ／Ｆ４３の所定部分に形成され
る支柱４４と、支柱４４上に形成されるＩＴＯ膜４５と
で構成される。すなわち、セルギャップを維持するため
に形成される支柱４４上に、導電性薄膜のＩＴＯ膜４５
が形成されるので、上部基板に電界を印加するための従
来のトランスファの役割を兼ねることができるだけでな
く、ＬＣＤパネル全体的に電界を印加することによっ
て、電界の変形により生ずるクロストーク（ｃｒｏｓｓ
ｔａｌｋ）を防止することができる。
【００１５】図５は、本発明の実施例に係るクロストー
クが防止される液晶表示装置の下部基板であるアレイ基
板の構造を示す平面図で、同図に示すように、下部アレ
イ基板５０上のアクティブ領域５１（すなわち画素が集
まっている領域）の外郭に形成された共通ライン（ｃｏ
ｍｍｏｎ  ｌｉｎｅ）５２上に、上部基板との連結のた
めの孔５３が形成されている。特に、上部基板に形成さ
れる支柱（図４の４４）は、下部基板の共通ライン５２
に形成された孔５３と同じ位置に形成される。一方、符
号５４は、ゲートアウタリードボンディング（Ｏｕｔｅ
ｒ  Ｌｅａｄ  Ｂｏｎｄｉｎｇ；ＯＬＢ）パッド、符号
５５は、データＯＬＢパッドを示す。
【００１６】図６は、本発明の実施例に係るクロストー
クが防止される液晶表示装置において上下部基板４０、
５０の結合後の垂直構造を示す図である。同図に示すよ
うに、導電性薄膜のＩＴＯ膜４５で覆われている支柱４
４は、絶縁膜５６の所定位置に形成された孔５３内に位
置する。下部アレイ基板の孔５３は、実際に図５に示さ
れるように共通ライン５２上に位置する。このように製
作されたパネルは、従来技術で用いられるスペーサボー



(4) 特開２００２－２３６２９５

10

20

5
ルやトランスファを使用することなく、セルギャップの
維持及び上下部基板に対する電圧印加の役目をすること
ができる。ＩＴＯ膜で覆われてある支柱を使用すること
により、トランスファの役割をする媒介体がパネル地域
内のアクティブ領域の外郭部に均一に存在することにな
り、これにより、パネル内の上部カラーフィルタ基板の
全領域に同一の共通信号を印加することができ、クロス
トークを防止することができる。
【００１７】尚、本発明は、本実施例に限られるもので
はない。本発明の趣旨から逸脱しない範囲内で多様に変
更実施することが可能である。
【００１８】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によると、
パネル全体的に上部カラーフィルタ基板に共通信号を同
一に印加することができるので、カラーフィルタの領域
毎に印加される共通信号の相異によって発生するクロス
トークを防止することができ、よって画面品位を向上さ
せることができるという効果を奏する。
【００１９】また、上部カラーフィルタ基板は、下部ア
レイ基板から信号を印加されて一定の電圧を維持しなけ
ればならないが、本発明では、このため、パネルの外側
領域やアクティブ領域の外郭部に形成された従来のトラ
ンスファドッティング工程段階を除去することによっ
て、製造コストを節減することができるという効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来技術の一例による液晶表示装置において上
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下部基板の結合構造を示す断面図である。
【図２】従来技術の他の例による液晶表示装置の上下部
基板の結合構造を示す断面図である。
【図３】従来技術による液晶表示装置の構成を示す断面
図である。
【図４】本発明の実施例に係るクロストークが防止され
る液晶表示装置の上部基板の構造を示す断面図である。
【図５】本発明の実施例に係るクロストークが防止され
る液晶表示装置の下部基板の構造を示す平面図である。
【図６】本発明の実施例に係るクロストークが防止され
る液晶表示装置において上下部基板の結合後の垂直構造
を示す断面図である。
【符号の説明】
４０        上部基板
４１        ガラス基板
４２        ブラックマトリクス
４３        カラーフィルタ
４４        支柱
４５        ＩＴＯ膜
５０        下部基板
５１        アクティブ領域
５２        共通ライン
５３        孔
５４        ゲートアウタリードボンディング（ＯＬ
Ｂ）パッド
５５        データＯＬＢパッド
５６        絶縁膜

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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